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The process of identity formation and development of generativity in a youth with 
anthropophobic tendency: Edogawa Rampo’s biographical analysis on the process of 
reintegrating from totality to wholeness
三好　昭子






























































































三好（2008, 2014, 2016, 2018）はアイデンティ
ティ概念を理解する上で鍵となるアイデンティ








































（清水・岡村 , 2010, p27-28）が示唆されている。
また誇大—過敏特性両向型の特徴 , すなわち































































































































































































































川 , 1926d, p186）　と述べている。また「旧来
の友人読者などから悪評の雨をあびていて「新
青年」編集部にも久しくごぶさた，諸方に合わ



















らす」（江戸川 , 1957d, p209）と表現したり，「孤
























（江戸川 , 1955a, p600）。
こういった経緯から 41 歳で「日本探偵小説
傑作集」を編纂し，「折角選集を出すからには，










































（江戸川 , 1956a, 670）と述べているが，画期的
な歓迎を受け，「子供からの手紙が驚くほど来














戸川 , 1958b, p273），各地で探偵小説行脚とし
て講演した（53 歳）。また 54 歳においては捕
物作家クラブの「創立発起人にも加わり，その
後も会員として，いろいろな催しにも出席した」





















































で，何の干渉もしなかった。」（江戸川 , 1958c, 
p38）という。事業が失敗した際にも，父親が












































ととなったのだと思う。」（江戸川 , 1957a, p54）
と述べている。乱歩は隣組防空郡長や町会役員
などを「大いに奉仕する気持で，これを承諾し











































































































































































乱歩全集第 28 巻　光文社 pp.279-324.
江戸川乱歩　（1953b）.　わが青春期　東京新聞　
江戸川乱歩　（2005）.　我が夢と真実　江




















第 30 巻　光文社 pp.294-296.
江戸川乱歩　（1957a）.　末端の協力　江戸川乱
歩　（2006）.　探偵小説四十年（下）　江戸
川乱歩全集第 29 巻　光文社 pp.48-96.
江戸川乱歩　（1957b）.　愈々協力に励む　江
戸川乱歩　（2006）.　探偵小説四十年（下）　








全集第 30 巻　光文社 pp.208-214.
江戸川乱歩　（1957e）.　酒とドキドキ　『酒』　
江戸川乱歩　（2005）.　我が夢と真実　江
戸川乱歩全集第 30 巻　光文社 pp.300-303.












全集第 30 巻　光文社 pp.33-41.
江戸川乱歩　（1959）.　探偵小説第三の山　江
戸川乱歩　（2006）.　探偵小説四十年（下）　
江戸川乱歩全集第 29 巻　光文社 pp.294-
370.
江 戸 川 乱 歩　（1962）.　 追 記　 江 戸 川 乱 歩　
（2006）.　探偵小説四十年（下）　江戸川乱
歩全集第 29 巻　光文社 pp.600-634.
Erikson, E.H. （1964）. Insight and responsibi
lity . New York: Norton. （鑪幹八郎（訳） 
（1972）. 洞察と責任　誠信書房）
Erikson, E.H. （1968）. Identity: Youth and cris













間科学部紀要 , 13 , 149-156.
堀井俊章・小川捷之　（1996）.　対人恐怖心性


















パーソナリティ研究 , 28 （2）, 97-107.
三好昭子　（2008）.　谷崎潤一郎の否定的アイ
デンティティ選択についての分析　発達
心理学研究 , 19（2）, 98-107.
三好 昭子　（2014）.　全体主義が青年に及ぼす
影響：否定的アイデンティティの観点か










問題　帝京大学短期大学紀要 , 36 , 115-130.
三好昭子　（2018）.　中高生のアイデンティ
ティ形成および生徒・進路指導に潜むトー
































OECD （2018）. The future of education and 
skills: Education 2030 Retrieved from ht
tps://www.oecd.org/education/2030-




浜国立大学教育紀要 , 14 , 1-33.
清水健司・川邊浩史・海塚敏郎　（2005）.　青
年期における対人恐怖心性と第 2 の分離固




の相互関係について　心理学研究 , 78（1）, 
9-16.
清水健司・川邊浩史・海塚敏郎　（2008）.　対




- 自己愛傾向 2 次元モデルにおける認知特
性の検討 :—対人恐怖と社会恐怖の異同を
























大学教育学部研究紀要 , 62 , 99-106.
付記
本 論 文 は 日 本 青 年 心 理 学 会 第 21 回 大 会
（2013）における自主シンポジウム「成熟した
人格とは何か」，日本発達心理学会第 28 回大会
（2017）における自主シンポジウム「現代社会
と青年の将来―アイデンティティと世代継承性
のゆくえ―」において話題提供された内容の一
部を中心に再分析したものである。
